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28
　
条
約
の
監
督
機
構
を
改
正
す
る
、

人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護

に
関
す
る
条
約
に
つ
い
て
の
第

一
四
議
定
書（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
第
一
四
議
定
書
）（
抄
）

署　
　

名　

二
〇
〇
四
年
五
月
一
三
日（
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
）

効
力
発
生　

　

前
　
文

一
九
五
〇
年
一
一
月
四
日
に
ロ
ー
マ
で
署
名
し
た
人
権
及
び

基
本
的
自
由
の
保
護
の
た
め
の
条
約（
以
下
、「
条
約
」と
い
う
。）

に
対
す
る
こ
の
議
定
書
の
署
名
国
で
あ
る
欧
州
評
議
会
加
盟
国

は
、二

〇
〇
〇
年
一
一
月
三
日
及
び
四
日
に
開
催
さ
れ
た
人
権
に

関
す
る
欧
州
閣
僚
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
決
議
第
一
号
及

び
宣
言
を
考
慮
し
、

二
〇
〇
一
年
一
一
月
八
日（
第
一
〇
九
会
期
）、
二
〇
〇
二
年

一
一
月
七
日（
第
一
一
一
会
期
）
及
び
二
〇
〇
三
年
五
月
八
日

（
第
一
一
二
会
期
）に
お
い
て
閣
僚
委
員
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ

ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
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た
宣
言
を
考
慮
し
、

二
〇
〇
四
年
四
月
二
八
日
に
欧
州
評
議
会
議
員
総
会
に
よ
っ

て
採
択
さ
れ
た
意
見
第
二
五
一
号
を
考
慮
し
、

主
要
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
及
び
欧
州
評
議
会
閣
僚

委
員
会
の
作
業
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
こ
と
に
照
ら
し
て
、
長

期
に
わ
た
る
監
督
機
構
の
実
効
性
を
維
持
及
び
改
善
す
る
た
め

に
条
約
の
い
く
つ
か
の
規
定
を
改
正
す
る
緊
急
の
必
要
性
を
考

慮
し
、

と
り
わ
け
裁
判
所
が
欧
州
に
お
け
る
人
権
を
保
護
す
る
た
め

に
卓
越
し
た
役
割
を
果
た
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確

保
す
る
必
要
性
を
考
慮
し
て
、

　

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条　

条
約
第
二
二
条
２
は
、
削
除
さ
れ
る
。

第
二
条　

条
約
第
二
三
条
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

「
第
二
三
条（
任
期
及
び
解
任
）

１　

裁
判
官
は
、
九
年
の
任
期
で
選
出
さ
れ
る
。
裁
判
官
は
再

選
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

２　

裁
判
官
の
任
期
は
、
当
該
裁
判
官
が
七
〇
歳
に
達
し
た
時

に
終
了
す
る
。

３　

裁
判
官
は
、
後
任
者
と
代
わ
る
ま
で
在
任
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
裁
判
官
は
、
既
に
審
理
中
の
事
件
は
引
き
続

き
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

い
か
な
る
裁
判
官
も
、
他
の
裁
判
官
が
三
分
の
二
の
多
数

決
に
よ
り
当
該
裁
判
官
は
必
要
と
さ
れ
る
条
件
を
充
た
さ
な

く
な
っ
た
と
決
定
す
る
の
で
な
い
限
り
、
解
任
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。」

第
三
条　

条
約
第
二
四
条
は
、
削
除
さ
れ
る
。

第
四
条　

条
約
第
二
五
条
を
、
第
二
四
条
と
し
、
そ
の
規
定
は
、

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

「
第
二
四
条（
書
記
局
及
び
報
告
者
）

１　

裁
判
所
に
、
書
記
局
を
お
く
。
書
記
局
の
機
能
と
組
織
は
、

裁
判
所
規
則
に
規
定
す
る
。

２　

単
独
裁
判
官
で
裁
判
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
裁

判
所
長
の
権
威
の
下
活
動
す
る
報
告
者
に
よ
り
援
助
さ
れ
る
。

報
告
者
は
、
裁
判
所
書
記
局
の
一
部
で
あ
る
。」

第
五
条　

条
約
第
二
六
条
は
、
第
二
五
条（
全
員
法
廷
）と
な
り
、

そ
の
規
定
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

１　

（d）
号
の
末
尾
の
コ
ン
マ
は
、
セ
ミ
コ
ロ
ン
に
代
わ
り
、
か

つ
、「
並
び
に
」を
削
除
す
る
。

２　

（e）
号
の
末
尾
の
句
点
は
、
セ
ミ
コ
ロ
ン
に
代
わ
る
。

３　

次
の
よ
う
な
新

（f）
号
が
、
追
加
さ
れ
る
。

　
　

「
（f）　

第
二
六
条
２
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
要
請
を
行
う
こ

と
。」

第
六
条　

条
約
第
二
七
条
は
、
第
二
六
条
と
な
り
、
そ
の
規
定

は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

「
第
二
六
条（
単
独
裁
判
官
、
委
員
会
、
小
法
廷
及
び
大
法
廷
）

１　

裁
判
所
は
、
提
訴
さ
れ
る
事
件
を
審
理
す
る
た
め
に
、
単

独
裁
判
官
、
三
人
の
裁
判
官
で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
、
七
人

の
裁
判
官
で
構
成
さ
れ
る
小
法
廷
及
び
一
七
人
の
裁
判
官
で

構
成
さ
れ
る
大
法
廷
で
裁
判
す
る
。
裁
判
所
の
小
法
廷
は
、

一
定
期
間
活
動
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
。

２　

全
員
法
廷
の
要
請
に
よ
り
、
閣
僚
委
員
会
は
、
全
員
一
致

の
決
定
に
よ
り
か
つ
一
定
期
間
に
つ
い
て
、
小
法
廷
の
裁
判

官
の
数
を
五
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

３　

単
独
裁
判
官
と
し
て
裁
判
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、

自
ら
が
そ
れ
に
つ
い
て
選
出
さ
れ
た
締
約
国
に
対
す
る
い
か

な
る
申
立
を
も
審
理
し
て
は
な
ら
な
い
。

４　

訴
訟
当
事
国
の
た
め
に
選
出
さ
れ
た
裁
判
官
は
、
小
法
廷

及
び
大
法
廷
の
職
務
上
当
然
の
構
成
員
と
な
る
。
該
当
す
る

裁
判
官
が
い
な
い
場
合
或
い
は
当
該
裁
判
官
が
裁
判
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
当
事
国
に
よ
っ
て
あ
ら
か

じ
め
提
出
さ
れ
た
名
簿
か
ら
裁
判
所
長
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

者
が
、
裁
判
官
の
資
格
で
裁
判
す
る
。

５

大
法
廷
は
、
裁
判
所
長
、
裁
判
所
次
長
、
小
法
廷
の
裁
判

長
及
び
裁
判
所
規
則
に
従
っ
て
選
任
さ
れ
る
他
の
裁
判
官
を

含
め
る
。
事
件
が
第
四
三
条
に
基
づ
い
て
大
法
廷
に
付
託
さ

れ
る
場
合
に
は
、
判
決
を
行
っ
た
小
法
廷
の
裁
判
官
は
、
小

法
廷
の
裁
判
長
及
び
関
係
当
事
国
に
つ
い
て
裁
判
し
た
裁
判

官
を
除
き
、
大
法
廷
で
裁
判
し
て
は
な
ら
な
い
。」

第
七
条　

条
約
の
新
第
二
六
条
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
新
第

二
七
条
が
挿
入
さ
れ
る
。

「
第
二
七
条（
単
独
裁
判
官
の
権
限
）１

単
独
裁
判
官
は
、
第

三
四
条
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
た
申
立
を
、
そ
れ
以
上
審
査
す

る
こ
と
な
く
決
定
で
き
る
場
合
に
は
、
受
理
し
な
い
と
宣
言

し
又
は
総
件
名
簿
か
ら
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

こ
の
決
定
は
、
終
結
と
す
る
。

３　

単
独
裁
判
官
は
、
申
立
を
、
受
理
し
な
い
と
宣
言
せ
ず
、

総
件
名
簿
か
ら
削
除
も
し
な
い
場
合
に
は
、
さ
ら
な
る
審
査

の
た
め
に
委
員
会
又
は
小
法
廷
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」

第
八
条　

条
約
第
二
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

「
第
二
八
条（
委
員
会
の
権
限
）１　

第
三
四
条
に
基
づ
き
提
出

さ
れ
た
申
立
に
関
し
て
、
委
員
会
は
、
全
員
一
致
に
よ
っ
て
、

次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（a）

そ
れ
以
上
審
査
す
る
こ
と
な
く
決
定
で
き
る
場
合
に
、

そ
れ
を
受
理
し
な
い
と
宣
言
し
又
は
総
件
名
簿
か
ら
削
除

す
る
こ
と
。

（b）　

条
約
又
は
そ
の
諸
議
定
書
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る

事
件
を
基
礎
づ
け
る
問
題
が
す
で
に
十
分
に
確
立
し
た
裁

判
所
の
判
例
法
の
主
題
で
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
を
受
理
す

る
と
宣
言
し
同
時
に
本
案
に
関
す
る
判
決
を
下
す
こ
と
。

２　

１
に
基
づ
く
決
定
及
び
判
決
は
、
終
結
と
す
る
。

３　

訴
訟
当
事
国
に
つ
い
て
選
挙
さ
れ
た
裁
判
官
が
委
員
会
の

構
成
員
で
な
い
場
合
、
委
員
会
は
、
当
該
締
約
国
が
１

（b）
に

基
づ
く
手
続
の
適
用
を
争
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
含
む
あ
ら

ゆ
る
関
連
要
素
を
考
慮
し
て
、
手
続
の
い
か
な
る
段
階
に
お

い
て
も
当
該
裁
判
官
を
委
員
会
の
構
成
員
の
う
ち
一
人
の
者

に
代
わ
る
よ
う
招
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

第
九
条　

条
約
第
二
九
条
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

１　

１
項
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

　

「
第
二
七
条
又
は
第
二
八
条
に
基
づ
い
て
決
定
が
行
わ
れ
な

い
場
合
又
は
第
二
八
条
に
基
づ
く
判
決
が
下
さ
れ
な
い
場
合
、

小
法
廷
は
、
第
三
四
条
に
基
づ
い
て
付
託
さ
れ
る
個
人
の
申

立
の
受
理
可
能
性
及
び
本
案
に
つ
い
て
決
定
す
る
。
受
理
可

能
性
に
関
す
る
決
定
は
別
個
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。」

ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集



2483章　個　人

２　

第
２
項
の
終
わ
り
に
、
次
の
よ
う
な
新
し
い
文
が
挿
入
さ

れ
る
。

　

「
受
理
可
能
性
に
関
す
る
決
定
は
、
裁
判
所
が
例
外
的
な
場

合
に
別
段
の
決
定
を
す
る
の
で
な
い
限
り
、
別
個
に
行
う
も

の
と
す
る
。」

３　

３
項
は
、
削
除
さ
れ
る
。

第
一
〇
条　

条
約
第
三
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

１　

（a）
号
の
末
尾
の「
並
び
に
」と
い
う
文
言
は
、
削
除
さ
れ
る
。

２　

（b）
号
は

（c）
号
と
な
り
、
次
の
よ
う
な
新

（b）
号
が
挿
入
さ
れ

る
。

　
　

「
（b）　

第
四
六
条
４
に
従
っ
て
閣
僚
委
員
会
に
よ
っ
て
裁

判
所
に
付
託
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
。
並
び

に
、」

第
一
一
条　

条
約
第
三
二
条
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

　
　

１
項
の
末
尾
に
、
コ
ン
マ
及
び
第
四
六
条
と
い
う
文
言
が
、

第
三
四
条
と
い
う
文
言
の
後
に
挿
入
さ
れ
る
。

第
一
二
条　

条
約
第
三
五
条
３
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

　
　

「
３　

裁
判
所
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
考
え
る
場
合
に
は
、
第
三
四
条
に
基
づ
い
て
付
託
さ
れ
た

個
人
の
申
立
を
受
理
し
な
い
と
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（a）

申
立
が
、
条
約
又
は
議
定
書
の
規
定
と
両
立
し
な
い
か
、

明
白
に
根
拠
不
十
分
か
又
は
申
立
権
の
濫
用
で
あ
る
こ
と
。

（b）

申
立
人
が
、
相
当
な
不
利
益
を
被
っ
て
は
い
な
か
っ
た

こ
と
。
た
だ
し
、
条
約
及
び
そ
の
諸
議
定
書
に
明
定
さ
れ

た
人
権
の
尊
重
の
た
め
に
当
該
申
立
の
本
案
の
審
査
が
求

め
ら
れ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
く
、
国
内
裁
判
所
に

よ
り
正
当
に
審
理
さ
れ
な
か
っ
た
い
か
な
る
事
件
も
、
こ

の
理
由
に
よ
り
却
下
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。」

第
一
三
条　

条
約
第
三
六
条
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
新
３
項
が

追
加
さ
れ
る
。

　
　

「
３　

小
法
廷
又
は
大
法
廷
に
お
け
る
す
べ
て
の
事
件
に

お
い
て
、
欧
州
評
議
会
人
権
弁
務
官
は
書
面
で
コ
メ
ン
ト
を

提
出
し
及
び
口
頭
審
理
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

第
一
四
条

条
約
第
三
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

「
第
三
八
条（
事
件
の
審
理
）

裁
判
所
は
、
当
事
者
の
代
表
と
と
も
に
、
事
件
の
審
理
を

行
う
こ
と
、
及
び
、
必
要
が
あ
れ
ば
調
査
を
行
う
。
こ
の
調

査
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
関
係
当
事
国
は
す
べ
て
の
必

要
な
便
宜
を
供
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

第
一
五
条

条
約
第
三
九
条
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

「
第
三
九
条（
友
好
的
解
決
）

１　

条
約
及
び
諸
議
定
書
に
定
め
る
人
権
の
尊
重
を
基
礎
と

す
る
事
案
の
友
好
的
解
決
を
確
保
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
は
、

手
続
き
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
、
裁
判
所
を
関
係
当
事

者
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

１
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
手
続
は
、
非
公
開
と
す
る
。

３　

友
好
的
解
決
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
事
実

及
び
到
達
し
た
解
決
の
簡
潔
な
記
述
に
と
ど
め
る
決
定
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
名
簿
か
ら
事
件
を
削
除
す
る
。

４　

こ
の
決
定
は
、
閣
僚
委
員
会
に
送
付
さ
れ
、
閣
僚
委
員
会

は
、
こ
の
決
定
に
定
め
る
友
好
的
解
決
の
条
件
の
執
行
を
監

視
す
る
。」

第
一
六
条

条
約
第
四
六
条
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

「
第
四
六
条（
判
決
の
拘
束
力
及
び
執
行
）

１

締
約
国
は
、
自
国
が
当
事
者
で
あ
る
い
か
な
る
事
件
に
お

い
て
も
、
裁
判
所
の
終
結
判
決
に
従
う
こ
と
を
約
束
す
る
。

２　

裁
判
所
の
終
結
判
決
は
、
閣
僚
委
員
会
に
送
付
さ
れ
、
閣

僚
委
員
会
は
そ
の
執
行
を
監
視
す
る
。

３　

終
結
判
決
の
執
行
の
監
視
が
判
決
の
解
釈
の
問
題
に
よ
っ

て
妨
げ
ら
れ
る
と
閣
僚
委
員
会
が
考
え
る
場
合
、
閣
僚
委
員

会
は
、
解
釈
問
題
の
判
断
を
求
め
る
た
め
、
事
案
を
裁
判
所

に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

閣
僚
委
員
会
は
、
締
約
国
が
自
国
が
当
事
者
と
な
っ
て
い

る
事
件
の
終
結
判
決
に
従
う
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
と
考
え

る
場
合
、
当
該
締
約
国
に
正
式
の
通
告
を
行
っ
た
の
ち
、
か

つ
閣
僚
委
員
会
に
出
席
す
る
権
利
を
有
す
る
代
表
者
の
三
分

の
二
の
多
数
決
に
よ
る
決
定
に
よ
り
、
当
該
締
約
国
が
１
に

基
づ
く
義
務
を
実
行
す
る
の
を
怠
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
問

題
を
裁
判
所
に
付
託
す
る
。

５　

裁
判
所
は
、
１
の
違
反
を
認
定
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
、

と
る
べ
き
措
置
を
検
討
す
る
た
め
に
閣
僚
委
員
会
に
事
件
を

付
託
す
る
。
裁
判
所
は
１
の
違
反
を
認
定
し
な
い
場
合
、
裁

判
所
は
閣
僚
委
員
会
に
事
件
を
付
託
し
、
閣
僚
委
員
会
は
、

自
ら
の
事
件
の
審
理
を
終
了
さ
せ
る
。」

第
一
七
条　

条
約
第
五
九
条
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
。

１　

次
の
よ
う
な
新
２
項
が
、
挿
入
さ
れ
る
。

　

「
２　

欧
州
連
合
は
、
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。」

２　

２
項
、
３
項
及
び
４
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
項
、
４
項
及
び

５
項
と
す
る
。

最
終
及
び
移
行
規
定

第
一
八
条（
署
名
及
び
批
准
）（
略
）

第
一
九
条（
効
力
発
生
）こ
の
議
定
書
は
、
条
約
の
す
べ
て
の
締

約
国
が
、
第
一
八
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
こ
の
議
定
書
に
よ
っ

て
拘
束
さ
れ
る
旨
の
同
意
を
表
明
す
る
日
の
後
の
三
箇
月
の

期
間
が
経
過
し
た
後
の
翌
月
の
一
日
に
効
力
を
発
生
す
る
。

第
二
〇
条
１　

こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
、
議
定
書

の
規
定
は
、
裁
判
所
の
前
に
継
続
中
の
す
べ
て
の
申
立
及
び

そ
の
執
行
が
閣
僚
委
員
会
に
よ
る
監
視
下
に
あ
る
す
べ
て
の

判
決
に
適
用
さ
れ
る
。

２　

こ
の
議
定
書
第
一
二
条
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
る
条
約
第

三
五
条
３

（b）
に
定
め
る
新
規
の
受
理
可
能
性
基
準
は
、
こ
の

議
定
書
の
効
力
発
生
前
に
受
理
す
る
と
宣
言
さ
れ
た
申
立
に

は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
日
以
降
二
年

後
に
、
新
規
の
受
理
可
能
性
基
準
は
、
裁
判
所
の
小
法
廷
及

び
大
法
廷
に
よ
っ
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
一
条　

こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
日
に
最
初
の
任
期
に
つ

い
て
い
る
裁
判
官
の
任
期
は
、
全
任
期
を
九
年
と
す
る
よ
う

に
法
上
当
然
に
延
長
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
裁
判
官
は
、
二
年

間
法
上
当
然
に
延
長
さ
れ
る
任
期
を
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
二
条（
寄
託
者
の
機
能
）（
略
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集




